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平和都市宣言 

 

われわれは、 

日本国憲法を貫く平和精神に基いて、 

核兵器の禁止と世界恒久平和の確立のために、 

全世界の人々と相協力してその実現を期する。 

多くの歴史的遺跡と文化的遺産を持つ鎌倉市は、 

ここに永久に平和都市であることを宣言する。 

昭和33年８月10日 

              鎌倉市 

 

 

 

 

 

鎌 倉 市 民 憲 章 

 

制定 昭和４８年１１月３日 

前 文 

鎌倉は、海と山の美しい自然環境とゆたかな歴史的遺産をもつ古都であり、わたくしたち市

民のふるさとです。すでに平和都市であることを宣言したわたくしたちは、平和を信条とし、世

界の国々との友好に努めるとともに、わたくしたちの鎌倉がその風格を保ち、さらに高度の文

化都市として発展することを願い、ここに市民憲章を定めます。 

 

本 文 

１  わたくしたちは、お互いの友愛と連帯意識を深め、すすんで市政に参加し、住民自治を確

立します。 

１  わたくしたちは、健康でゆたかな市民生活をより向上させるため、教育・文化・福祉の充

実に努めます。 

１  わたくしたちは、鎌倉の歴史的遺産と自然及び生活環境を破壊から守り、責任をもってこ

れを後世に伝えます。 

１  わたくしたちは、各地域それぞれの特性を生かし、調和と活力のあるまちづくりに努めま

す。 

１  わたくしたちは、鎌倉が世界の鎌倉であることを誇りとし、訪れる人々に良識と善意をもっ

て接します。 



【平成 25 年度鎌倉市政策創造担当業務報告書発行に当たって】 

 
「今、なすべきことは何か。」 
職員としての経験を重ね、矜恃を持ち、日々、職務に精励している多くの職

員がこの問いに答えるのはたやすいことであろう。しかしながら、その答えは

組織として正しいかどうか考えてみたい。例えば、職務実行のプロセス（フロ

ー）は理解していても、その方法を選択することが果たして妥当なことなのだ

ろうか。そして、その判断は将来の本市にとって有効なものになり得るか。 
昨今、よく耳にする「知識社会」においては、専門知識が社会資源と捉えら

れている。「マネジメントの父」とも呼ばれ、経営学の第一人者であるピーター・

F・ドラッカーは、知識が資源の中核になって新しい社会構造が生まれると指摘

している。そして、知識は高度化するほど専門化し、専門化するほど単独では

役に立たなくなることから、知識を結集し、結合する組織を求め、その組織を

機能させるためのマネジメントの必要性を述べている。我々、地方自治体職員

を含むすべての知識労働者は、所属する組織の成果に責任を持ち、社会に貢献

できる成果を上げることを求められているのである。本市を例に換言すれば、

ヒト・モノ・カネをさらに有効活用できる専門知識を駆使し、それらを結集し

て、最適な政策を展開するという成果を導出するということになる。 
平成 23 年度に政策創造担当が設置されてから３年目を迎える本年度は、将来

の「知識社会」を見据えた中で、自治体シンクタンク研究の第一人者として、

これまで多くの自治体シンクタンクの運営に携わり、実績を残されている牧瀬

稔専門委員を政策創造専門委員に迎えることとした。そして、牧瀬専門委員か

ら、自治体シンクタンクとしての組織のあり方や調査研究の手法などについて

多くの指導・助言を受け、自治体シンクタンクとしてのあるべき姿を追求し続

けた１年であった。 
その一つが「鎌倉市政策創造プロジェクトチーム」の設置である。今回は、

それぞれの政策テーマに合わせて、「将来ビジョン研究プロジェクトチーム（鎌

倉市財政推計未来倶楽部）」、「観光・経済研究プロジェクトチーム（鎌倉観光未

来 Study's）」、「クリエイティブ産業研究プロジェクトチーム（クールカマク

ラ）」３つのプロジェクトチームを編成した（後日、松尾市長から「鎌倉草創塾」

と命名された）。各プロジェクトチームは、職員課主催の副主査職員研修により

参加した職員、所属長の指名推薦により参加した職員及び公募により参画した

職員などさまざまであるが、いずれも将来有望な若手職員によるチーム編成と

した（共同研究協定の締結により、湘南信用金庫からも参加していただいた）。 
調査研究に当たりさまざまな視点から意見を出し合い、まとめ上げる作業は、

「創発（※）」につながるとのことで、遠回りに見えても、より大きな成果を得



られるものであることが実践された。また、若手職員を中心にしたプロジェク

トチームは、ともすれば理論的考察が弱くなる傾向があるが、それを補完する

プロジェクトチームアドバイザーの適切な指導のもと、各テーマの調査研究内

容は飛躍的なレベルアップがもたらされた。さらに、研究を取りまとめるまで

に３回にわたる市長・副市長との意見交換により、その内容は、さらに政策・

施策に近づく、より現実的なものにブラッシュアップされてきた。 
もう一つが、政策形成能力の向上である。「鎌倉草創塾」は、いわば貴重な政

策づくりの OJT であり、新たな「知識」を習得するチャンスとなった。さらに、

さまざまな部局の職員が一つのテーマで議論することは、その内容だけでなく、

それぞれの部局が抱える課題や悩みにも触れることになる。胸襟を開いた議論

の末に、また、報告会や報告書の作成などを経て、ともに共通の目標を達成し

たことにより、新たな庁内コミュニティが生まれてきたものと考える。仮に、

このような手法のもとに「鎌倉草創塾」が５年も続けば、庁内に 100 人余りの

卒塾生が散らばり、それぞれの部局で活躍する多くの人材となり得る。 
本市の使命である市民福祉の増進を図るためにも、よりよいまちづくりを進

めるためにも、その原動力は、最終的には「人」にたどり着くことは論をまた

ない。そういう意味で、10 年後、20 年後の人材を育成するためのプログラム

は、今後の本市の大きな財産になり得ると確信した。 
最後に、本来業務が多忙であるにも関わらず、調査研究に協力をしてくれた

職員や所属部署の方々に対し感謝申し上げるとともに、平成 26 年度の「鎌倉草

創塾」を初めとした調査研究活動に対しても、引き続き、ご理解、ご協力をい

いただくようお願いしたい。 

本報告書の目的は、平成 25 年度に政策創造担当が取り組んだ業務の概要を示

すことである。各業務の詳しい内容は、別冊の「第１期鎌倉草創塾 研究結果

報告書」や「鎌倉市‘地域経営型’PPP 検討調査報告書」などをご覧いただき

たい。 

 

※「創発」 

  多様な専門領域や思考を持った人たちが、お互いに影響し合っているう

ちに、新しい価値が化学反応的に内側から創出されること。 

 

   平成 26 年６月 

 

鎌倉市政策創造担当 
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